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こ
の
冬
の
山
梨
県
は
打
ち
の
め

さ
れ
る
よ
う
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
富
士
北
麓
地
域
住
民

の
知
恵
と
勇
気
を
も
っ
て
切
り
抜

け
る
事
が
で
き
、
誠
に
幸
甚
に
存

じ
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
北
麓
ま
ち
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
富
士
を
擁

す
る
国
際
交
流
都
市
と
い
う
特
色

を
生
か
し
た
、
共
生
共
栄
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
行

政
、
企
業
、
そ
し
て
個
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
生
か
し
て
知
恵
を
出 

し
合
い
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一

つ
に
結
ん
で
共
に
行
動
す
る
こ
と

で
「
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
創
出
で
心
豊
か
な
共
生
社
会
を

実
現
し
、
異
文
化
交
流
を
活
発
に

す
る
こ
と
で
国
際
交
流
都
市
と
し

て
の
知
名
度
の
高
揚
に
貢
献
」
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
昨
年
６
月
２
２
日
、
国
及

び
山
梨
・
静
岡
両
県
並
び
に
日
本
富

士
山
協
会
等
関
係
機
関
の
継
続
的

な
活
動
や
働
き
か
け
が
実
を
結
び
、 

 

世
界
の
名
山 

｢

富
士
山
・
泰
山｣

の 

 
 
 
 
 
 
 
 

縁
を
深
め
る
活
動
で 

日
中
両
国
の
友
好
関
係
改
善
を
目
指
す 
 

代
表
理
事 

法 

村 

香 

音 

子 
 

富
士
山
が
、
私
た
ち
日
本
国
民
に

と
っ
て
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
世
界

遺
産
に

登
録
さ

れ
ま

し
た
。 

 

と
り
わ
け
、
富
士
山
が
自
然
遺
産

で
は
な
く
「
信
仰
の
対
象
、
芸
術

の
源
泉
」
が
文
化
遺
産
と
し
て
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
富
士
信
仰
の

街
と
し
て
発
展
し
て
き
た
富
士
吉

田
市
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

他
方
、
中
国
の
泰
山
は
道
教
の

聖
地
五
岳
の
中
で
も
も
っ
と
も
尊

い
山
、
信
仰
の
山
と
言
わ
れ
、
歴

代
の
皇
帝
に
あ
が
め
ら
れ
、
国
家

統
一
を
天
に
報
告
す
る
「
封
禅
の

儀
」
を
行
っ
た
山
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
山
全
体
に
宮
殿
建
築

や
廟
な
ど
の
遺
跡
が
点
在
し
、
１

９
８
７
年
に
世
界
文
化
・
自
然
遺

産
（
複
合
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
富
士
山
と
泰
山

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
に
と
っ
て

最
も
神
聖
で
大
切
な
山
あ
る
と
い

う
共
通
点
を
有
し
て
い
る
た
め
、

平
成1

9

年1
0

月
、
日
本
側
を
代

表
し
て
日
本
富
士
山
協
会
と
中
国

山
東
省
泰
安
市
は
「
富
士
山
・
泰

山
友
好
山
提
携
協
定
」
を
締
結
し
、

ま
た
両
国
の
名
山
を
仲
立
ち
に

「
名
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
富
士
北
麓
地
域
に
お
い

て
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
、

観
光
な
ど
の
分
野
で
友
好
の
礎
を

築
く
た
め
、
折
に
触
れ
交
流
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

ポ
チ
た
ま
の
部
屋 

 

集
団
的
自
衛
権
を
考
え
た
い
。
集

団
的
自
衛
権
と
は
、
日
本
が
同
盟

国
・
Ａ
国
と
集
団
的
自
衛
権
が
行
使

で
き
る
関
係
に
な
れ
ば
、
も
し
、
Ａ

国
が
Ⅹ
国
と
戦
争
に
な
っ
た
場
合
、

日
本
も
自
動
的
に
Ⅹ
国
と
戦
争
状

態
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
我
が

国
の
戦
後
・
歴
代
内
閣
は
「
我
が
国

は
国
際
法
上
、
集
団
的
自
衛
権
を
持

つ
が
、
憲
法
９
条
に
よ
っ
て
そ
の
行

使
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
立
場
を
と

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
安
倍
内
閣
は

最
近
、
「
閣
議
で
９
条
の
解
釈
を
変

え
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
言
い
出
し

た
。
他
国
が
起
こ
し
た
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
国
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と

思
う
。
極
め
て
ヤ
バ
イ
！
（
Ａ
） 

我
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
、
は
こ

う
し
た
事
業
を
更
に
深
め
発
展
さ
せ

る
た
め
に
も
、
富
士
山
世
界
文
化
遺

産
登
録
が
実
現
し
て
１
年
を
記
念
す

る
行
事
と
し
て
、
こ
の
度
、「
富
士
吉

田
市
民
泰
山
訪
問
」
の
実
施
を
計
画

し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
主
催

と
し
、
芸
術
の
対
象
と
し
て
長
年
富

士
山
を
描
き
続
け
て
お
ら
れ
る
富

士
吉
田
市
在
住
の
洋
画
家
・
櫻
井
孝

美
先
生
を
団
長
に
、
本
年
６
月
１
６

日
よ
り
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
中
国 
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山
東
省
の
泰
山
を
管
轄
す
る
泰
安
市
を
表

敬
訪
問
し
て
泰
山
に
登
る
の
を
始
め
、
孔

子
の
故
郷
阜
曲
、
青
島
を
訪
問
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
櫻
井
先
生
の
奥
様
（
泰
子

様
）
の
ご
両
親
が
戦
前
、
中
国
を
訪
問
し

た
折
り
に
泰
山
に
大
変
感
動
し
、
娘
の
名

前
を
「
泰
子
」
と
名
づ
け
た
と
の
こ
と
で
、

不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
櫻

井
先
生
は
、
い
つ
か
は
泰
山
を
訪
問
し
泰

山
を
描
く
こ
と
が
夢
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
今
後
は
両
国
に
お
い
て
「
富
士
山
・

泰
山
絵
画
展
」
の
開
催
が
希
望
で
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
私
た
ち

は
今
回
こ
の
機
会
に
こ
の
夢
の
実
現
へ
向

け
て
も
尽
力
す
る
つ
も
り
で
す
。 

日
中
外
交
が
悪
化
し
途
絶
え
が
ち
と
な

っ
て
い
る
交
流
関
係
の
扉
を
、
こ
の
訪
問

を
通
し
民
間
の
想
い
に
よ
っ
て
押
し
開

き
、
特
に
文
化
面
観
光
面
で
の
交
流
を
活

発
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
ま
た
は
代
表
理

事
・
法
村
へ
ど
う
ぞ
。 

 

   

 

雪雑感 
 

                             会員 山中 ジョー爺 
 

いやー大変な雪でしたねえ。あんな大雪は気象庁百数十年の記録にもないそうですから、地元の古老の

記憶にないのももっともでしょう。 

今でこそ私は豪雪地帯（？）の山中湖村に住んでいますが、もともとは雪に無縁の南九州は宮崎の出な

のです。 

まだ私が初々しい若者（！）だった頃、受験で厳冬の北九州に向かったことがありました。早朝着の夜

行列車が終着駅に近づき、寝ぼけまなこで外を見ると、線路沿いの家々の軒下に点々と塩だか石灰だかが

まいてあるではありませんか。その時はひどい消毒だと思ったのですが、何のことはない、少し前に降っ

た雪の名残だったのです。それが私と雪の初対面でした。 

その後出身地にとどまったので、４年後に上京して結構な雪に見舞われた時は、どうやって歩いたらい

いのか戸惑いました。 

この間、小学生の孫が初めてのスノボーをしに父親

とやって来ました。私は特訓する親子を側で見ていた

だけですが、ゲレンデも初めてというわりには段々さ

まになっていく孫を見ているうち、何年ぶりかで滑り

たくなりました。それで、孫達が帰った数日後、齢を

かえりみず一人天神山に行ってきました。 

寒いとはいっても３月半ば、雪はざらめ状で滑りが

悪く、それでも以前に比べてうまくもへたにもなって

いないことは確認できました。 

私のスキーはパラレルに見せかける程度ですが、覚え始めのころはうまくいかず、雪そのものが珍しい

所で生まれ育ったんだから、滑れなくて当たり前だと悪態をついたものでした。 

雪の学者だった中谷宇吉郎の言葉に、「雪は天からの手紙」というのがあります。ここで言っている手

紙は詩的なそれではなく、雪は大気のデータを提供してくれる情報源だという意味だそうですが、承知の

上で字面通り雪を天のお手紙とし、中谷の言葉をもじって、 

         被災地に 無情の手紙 雪が舞う 

と川柳に詠んだのですが、受けませんでした。 

雪はやっぱり、さらさらで程々がいいですね。 

Kaiho ２ 



 

大雪と備え 
 

                             会員 桑原 かほる 
 

２月１５日（土）、朝目覚めてカーテンを開けてびっくり。

背丈ほどある大雪に驚きました。前日、夕方６時と夜１０

時の２回雪かきをし、安易な気持ちで「明日ゆっくり雪か

きをしよう」などと家族で呑気な事を言いながら床につき

ました。 

ところが朝起きてあの大雪でした。どこから手をつけて

いいのか戸惑いながらも、朝から夕方まで家族４人で必死

に雪かきをしました。近所の道路沿いの人達も家族総出で

雪をかいていました。夕方くらいになって道が貫通し、大

通りを見てきた近所の奥さんが、大通りが殆ど除雪されて

いない事を教えてくれました。 

そこで頭をよぎったのが３・１１です。停電し灯油や食料も町から無くなり、不安と恐怖でいっぱいだ

った事を思い出しました。ひょっとしたら、この大雪で物流が滞れば、同じことになるのではないか。「大

変だ！ 節約しよう」ととっさに思いました。 

食料はジャガイモ、ニンジン、玉ねぎを常に常備してあるし、他の材料も十分にある。 

しかし、灯油がポリタンク残り２本しかないので、出来るだけ石油ストーブをつけない様に努力しました。

結局、我家ではこの大雪は何とか無事に過ごせました。断水も無く、停電も無かった事が救いでした。大

雪注意報が出て、まさかこんなに雪が降るなんて誰が想像したでしょうか？ まさしく想定外でした。こ

の大雪で誰もが災害や備えについて改めて考えさせられました。 

この富士吉田地区は伊勢湾台風以来大災害と言われる災害が余り無く、災害に対して敏感ではないらし

く、私自身も３・１１まではそうでした。しかし、それを境に災害に対して関心が深まり、たまたま災害

の勉強をする機会が有り「減災」という言葉に巡り合いました。減災とは、自助・共助を原則に災害や突

発的事故などは防げないという前提に立ち、被災した場合、被害を最小限にするための平時の取り組みを

いうそうです。 

減災力には自助力（自分自身が助かる力）、共助力（人を助けられる力）、公助力（公的機関が住民を支

援する力）があって、自助：共助：公助の割合は７：２：１だそうです。いかに自助力の部分が重要であ

るかわかります。 

ちなみに防災とは、行政主体が原則で、発災後の救命と復旧・復興の対策を重視した計画に従い、平時

の備えや訓練をいうそうです。 

この「減災力の強い県土づくり」をモットーに、山梨県内の地域や事業所などに対して、減災力向上の

指導をしているのが「ＮＰＯ法人減災ネットやまなし」の山梨大学・客員教授の向山建生氏です。向山氏

は３月１６日の富士吉田市防災講演会で講演されました。 

その際、向山氏は「減災力を高める為には、地域防災計画と自主防災組織づくりが大切だ。その中で市

は指導的役担を担う」と強調しました。減災力が有る無しで復旧、復興の費用が１０億円違ってくるそう

です。 

この講演会で堀内市長は「今度の大雪では市も限界を感じた」と言い、さらに「２月２３日の市民いっ

せい雪かきがとても助かった」と言いました。災害時は市役所の職員も被災者になります。「自分達のこと

は自分達で守る」という地域の組織づくりが出来ていれば、災害も減災に繋がるのではないでしょうか。 

以前の勉強会で向山氏は「災害直後の３日間は、自助と共助で対応することが重要」とした上で、以下

のような具体的な提案をしました。家族一人ペットボトルの水１本をいつでも持ち出せるようにしておく。

水無しでトイレが清潔に使用できる凝固剤を準備しておく。サランラップは包帯にしたり、皿や箸に巻い

て何度でも使うことが出来る上、寒い時には体に巻いて防寒対策になるので準備しておく……などです。

食料を準備しておくことは当然です。 

今回の経験をいかし、ここでもう一度災害について皆で見直し、「震災直後は、自分達の命と生活は、

まず自分達で守る」という意識を高めていきましょう。私は今回の様な大雪に対しては、天気予報を気に

しながら、食糧や水、灯油、懐中電灯等を用意しておこうと思います。 

Kaiho ３ 

大明見の大通りから撮影した写真 



   
「繁栄」と「平和」は終わった！？ 

 

                             会員 秋 山 紀 勝 
 
３月１日（土）の朝日新聞１５面に注目すべきインタビュー記事が載っていた。タイトルは「平和と

繁栄の後で」。アメリカ駐在の記者が、シカゴ大学名誉教授のノーマ・フイールドさん（女性）に「日本

社会はどこに行こうとしているのか」と質問したものだが、その内容は極めて示唆に富んでいる。彼女は

１９４７年、アメリカ人を父親、日本人を母親として日本で生まれ、１９６５年に渡米した。日米双方の

心と言葉で語る彼女は、源氏物語や小林多喜二の研究で知られているという。 
 
彼女は「戦後日本の繁栄と平和は終わった」と断言する。「繁栄」も「平和」も自然現象ではない。い

ずれも人間が作ったり、破壊したりできるものだ。 
 
「繁栄は終わった」という見方は、この１０年間ぐらいに日本で起きている経済・社会現象を見れば

納得できる。年収２００万円以下の人が１０００万人を超えている。非正規雇用が雇われている人の３

８％を占めている。生活保護費受給者が増えている。格差が広がっている……こうした姿を見れば「繁栄

は終わった」と実感せざるを得ない。 
「平和」はどうか？ 彼女は「知人によると、日本

のある小学校で頼まれた講演で『平和』という言葉を使

わないように言われたそうです」というエピソードを披

露する。そして戦前・戦中は文章の中で「平和」と書く

場合は「××」とされたと続き、さらに「いわゆる普通

の国イコール戦争ができる国ということなのでしょう」

と言う。最近の国の動きを考えると、「ありかなっ」と

思ってしまう。と同時に、戦前・戦中に一部でささやか

れた「平和、平和と言う奴はみんな代々木の回し者」と

いう文句まで思い出してしまう。 
 
インタビューを担当した記者は「彼女の思索は厳しく、そして温かい。戦後の繁栄と平和はすでに過

去のものである。そんな覚悟から始めなければ、新たな希望は生まれない」と結んでいる。 
 
一方で、憲法記念日（５月３日）を前に、かなり気になるニュースがある。長野県千曲市と神戸市で

市民団体が、憲法をテーマにした市民集会を企画、自治体の名義後援を依頼したところ、両市とも「政治

的中立が保てない」として断ったというのだ。言うまでもないが、憲法９９条は、公務員に憲法の尊重と

擁護を義務付けている。両市ともこれまでこの種の後援を断ったことはなかったが、最近の改憲論議を意

識した、と勘繰らざるを得ない。新聞記事（３月４日、東京新聞）によると、千曲市の場合、「最近の改

憲論議も意識したのか」という記者の質問に市秘書広報課は「その辺も含めている」と答えている。この

話、山梨県内の自治体に伝染しなければ良いが……。 
 
今後、国会では集団的自衛権論議が盛んになる。私達は、選挙で選んだ国会議員にすべてを白紙委任

したわけではない。従って、私達の一人ひとりが肝に銘じて「平和」を考え、行動しなければならない。

そうしないと「平和」は彼方に去って、「戦争」というとんでもない怪物が近い将来、顔を出す気がする。 
あの戦争で日本は筆舌に尽くしがたい沢山の犠牲を払い、戦後、平和を誓ったはずだ。それが今、崩

れるかもしれない瀬戸際に差し掛かっている。近い将来、「平和のための戦争」が登場するかも知れない。

これは「健康のためならば死んでも良い」という理屈と同じで、極めて不条理な理屈だ。 
今こそ「正義の戦争よりも、不正義の平和の方が良い」をかみしめたい。 
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おだやかに新しい年があけたと思ったら、2 月には記録的な大雪が降り、キャンセルが相次ぎました。雪に

よる多大な影響を受けたこの冬でした。 

 

1. 赤い屋根「スプリングフェスティバル」 4 月 20日（日）9 時 30分スタート 
さて、昨年大成功の今年も桜の時期に開催します。です。なんと今年は屋外ステージ（ロビー横）を設

置します。 

フジザクラの下が観客席となり、吉田のうどんぶりちゃんも登場する予定なので春のお祭りムード満点

になること間違いなし。 

今年のメインゲストは富士山火焔太

鼓に。そのほか歌、ダンス演奏など出演

多数,乞うご期待です。また今回のフェ

スティバルの特徴は体験コーナーをた

くさん設けることです。もちつきやこど

も茶道体験、整体、ネイル、絵手紙,手

作り小物、寄せ植えなどもりだくさん。

吉田のうどんをはじめ、模擬店も多数出

店の予定です。皆さんお友達や家族を誘

って盛り上げてくださいね。宜しくお願

いします！！ 
 
2. 今年も高校球児来る！ 

花巻東高校の硬式野球部の皆さん総

勢 56 名が今年も宿泊してくれました。

11 泊の長丁場で活気溢れる日々でした。

監督さんをはじめ、礼儀正しいさわやか

な若者たちは何事にも一生懸命で、吉田

の少年球児たちもこんなふうになって

もらいたいなと思えるくらい目標にな

る存在です。 
 
3. 自主事業 

今年度もデディベア（軽スポーツ）、

三線サークル、オルケスタ若草など活動

を盛んに行っています。参加自由、いつ

でもウェルカム！！ 

4. 青少年センターの料金がかわりました。（4月 1 日） 
新料金は青少年センター赤い屋根のホームページでご確認下さい。 

 
  負うた子に教えられ！  

 
花巻東高校の硬式野球部の皆さんが、11 日間の滞在のなか日に、遠征から戻ってきて疲れて帰って来たであろ

うにも関わらず、「いつもお世話になっている富士山へのお礼に」と、国道１３９号線の「昭和大学交差点」から高

速道路付近までの道路の清掃と、“赤い屋根”の広い庭園を埋め尽くしている硬い雪山の突き崩しをしてくださいま

した。 
私たちスタッフは選手の心意気とその真摯な取り組みぶりに心を打たれ、

今日のスタッフ会議において「私たちも３ヶ月に１度のペース（毎月初めの

火曜日のスタッフ会議前の１時間ぐらい）で清掃活動をしよう」ということ

になりました。 
「爽やかで礼儀正しい野球ボーイ「花巻東」にはいつも私たちが励まされ、

こちらの方が元気をもらえるのですが、この度は文字通り「負うた子に教え

られ」でした。私たち“赤い屋根”スタッフ一同は、皆さんのまたのお出で

を心待ちにしており、甲子園や野球界での活躍をこぞって応援しています。 
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富士吉田市立青少年センター赤い屋根 

スプリング 

フェスティバル 
4 月 20日（日）10：00～14：30 
春でーす。花の香り漂う季節となりました。 

大好評により青少年センター祭今年もやります。 

吉田のうどんぶりちゃんもやってくるよ！ 

催し物ご案内 
野外ステージ  オープニング  富士山火焔太鼓 

         歌 ダンス 演奏など多数出演 

         簡単エアロビクスで体をほぐそう！ 
 
野外催し物     フリーマーケット（只今出店者募集中） 

         もちつき体験 春の寄せ植え 竹とんぼ作り 
 
ロビー       お抹茶を自分で点ててみよう（無料 お菓子付） 

         昔懐かしキイチのぬりえコーナー（無料） 

         絵手紙かいてみませんか  お花のブローチ 

整体で体リフレシュ   ネイルで指先のおしゃれを 
和布で作る簡単ストラップ  レザークラフト 

ウイニーちゃんと遊ぼう（オーストラリア人） 
 
模擬店    うどん コーヒー パン クッキー ポップコーン 
 

 
楽 し い イ ベ ン ト い っ ぱ い ！ 

お問合せ ： 青少年センター赤い屋根  0555－23－7252 まで 
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☆ ４月６日（日）ふれあいセンターにおいて、富士北麓雀健クラブ富士吉田第２０回大麻雀大会開催、大

会は年３回従って７年目になる。飲まない喫ない賭ないをモットーに益々健康麻雀としてのクラブの役

割を実感しています。毎週土曜午後例会繁盛中。 
☆ ４月２０日（日）青少年センター赤い屋根フェステバル開催、毎回趣向を変え、いかにお客さんによろ

こんで頂けるかをテーマに取り組みました。是非お出かけ下さい。 
☆ ５月２４日（土）午前１０時、ＮＰＯ法人富士北麓まちづくりネットワーク定期総会 
開催予定。会場は青少年センター赤い屋根。定款に沿って幾多の事業を展開した事業報告及び次期の事

業計画及びそれに伴う会計報告等審議致します。会員各位のご出席を何卒お願い致します。 
☆ 富士山世界文化遺産登録 1 周年記念企画（主催：当 NPO）、中国山東省泰山（1986 年世界文化、自然
複合遺産指定）訪問交流旅行。日程 6 月 16 日（月）～6 月 19 日（木）の３泊４日。「洋画家」桜井孝
美氏を団長として１５名～２０名まで。締切日４月１０日。詳細は巻頭文をご覧ください。 

☆ ＮＰＯ文章講座、準備会を経て、4 月 8 日午後 2 時から第３回目開催、ふれあいセンター会議室。記録、
エッセー、自分史、物語ほか、書きたい者大歓迎。 

☆ 大雪の記録（ふれあいセンター管理担当者） 
3 月 14 日（金）朝から降り続いた雪は午後から吹雪になった。見る間に５０センチになり、学童保育
の生徒の帰宅が懸念された。指導員の先生は各保護者に電話を掛け迎えを促した。県内の小学校を休校

にすべきだったと思った。５時に全員を帰し指導員も早々に帰宅した。間一髪の帰宅となった。今まで

７０センチ位が最高と思っていたので翌朝に玄関の戸を開けた時は驚愕し腰を抜かした。北風に煽られ

吹き溜まりとなって２メートルになっていた、まだ降っている。為す術が無い。１５日（土）はセンタ

ー休館と勝手に決めざるをえなかった。フィギアスケート金メダル羽生選手の快挙も埋もれてしまっ

た。以後１週間の雪との格闘は後日、後篇で記す。 
 

会報原稿大募集！！ 
ｂｏｔｈｉｗ０３＠ｆｒｉｅｎｄ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ  

又は、mkin1962@ybb．ne．jp まで  

広報渉外部会では会報原稿を随時募集しています。街づくりに関
することはもとより、何気ない日常の中で感じたことなど、テーマ
は限定していません、お気軽に投稿してください。投稿方法につい
ては、事務局まで問い合わせをお願いいたします。右記のアドレス
にても受付ています。 

 

会報「ぼちぼち」は、インターネットホームページでもご覧いただけます。 

アドレスは、 http://www.geocities.jp/mkin1962/ 
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